
令和７年度学校評価中間報告書 

                                          学校名（廿日市市立四季が丘中学校） 

評価計画 自己評価 
学校運営協議会 

委員評価コメント 
改善方策 中期経営目標 

（めざす児童生徒

像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒

像） 
目標達成のための方策 評価項目・指標 

目標値 
（前年度） 

中間 
８月 

最終 
２月 

達成度 評価 結果と課題の分析 

生徒が主体的
に学ぶ教育を
推進し、自分
の考えを表現
できる力を育
成する。 
（主体性と表
現力の育成） 

◎「子どもが主
役」の授業
の推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○表現力の向

上を目指し
た授業づく
りの推進 

・生徒の思考に沿っ
た「生徒が主役」
の学習展開 

・生徒が「まなびた
い」「考えたい」
と思えるような
問いや学習課題
の設定 

・ICTの効果的な活
用 

・「本時の目標に沿
った振り返り」に
よる学びの充実 

・教科の特性を生か
した表現の場の
設定 

・生徒の質問力の向
上に関わる教師
からの働き掛け 

・「話し合い活動に進んで
参加し、自分の考えを
伝えている」と肯定的
に回答する生徒の割合 

 【校区共通】 

 
90% 
(87%) 

90%  100％ Ａ 

〇タブレットを自分の考えを表現
するために活用することができる
ようになり、主体的に学習する生
徒が増えた。 

・生徒は、先生が思
っている以上によく
教員の様子を見てい
る。その意識をもっ
て授業に臨んで欲し
い。 
・生徒の ICT 活用を
促すには、先生自身
が積極的に使うこと
が重要である。 

・教職員間で
ICTの効果的な
活用方法を共
有し、個々の教
職員が実践の
幅を広げてい
く。具体的に
は、研究会で実
施した授業の
動画を各自が
視聴したり、相
互授業参観を
したりするこ
とで、他の教員
の優れた実践
を自らの授業
に取り入れて
いき「子どもが
主役」の授業を
さらに推進し
ていく。 

・「生徒が主役」の授業実
践提案回数 各教員 

２回以上 
(-) 

1学期

に一

回以

上実

施 

   

〇各教員が指導案の作成と授業の
実践を１回～２回行った。夏休み
には研修を実施し、２学期も１回
以上行う予定である。 

・「『本時の目標に沿った
振り返り』をいつも書
かせている」と肯定的
に回答する教職員の割
合 

90% 
(-) 

86.7%  
96.3

％ 
Ｂ 

●ふり返りをすることは定着して
いるが、視点を与えたり、次時へ
のつながりを意識させたりするこ
とが必要である。 

・「話し合い活動で、生徒
の質問力の向上に関わ
る働き掛けをいつも行
っている」と肯定的に
回答する教職員の割合 

90% 
(-) 80%  

88.8

％ 
Ｂ 

●話し合い活動は積極的に行って
いるが、質問力という点まで働き
かけられていない。 
 
 
 

・学力調査（１月実施）
の通過率 

通過率
全国平均
以上 

― 

 
   

・１月に学力調査を実施予定。 

生徒が自分の
良さや可能性
を認識し、互
いに認め合
い、協働しな
がら課題を解
決できる力を
育成する。 
（協働性と自
己有用感の育
成） 

○自他を認め
合い、ともに
尊重し合う風
土づくり 
 
○集団の中で
の役割の意識
の向上、自己
有用感の育成 

・学校生活すべてを
自分たちで動か
す意識の醸成 

 
・リーダーを中心と
した主体的な活
動の実施 

 
・生徒同士による相
互評価活動の推
進 

・「自分はクラスの人や友
達の役に立っている」
と肯定的に回答する生
徒の割合【校区共通】 

85% 
(72%) 

78.5%  
92.4 

％ 
Ｂ 

●体育祭に向けた取組で、3年生
のリーダーを中心として練習を
すすめる姿が多く見られた。 

・小学校でも周囲から高

評価を受けているにも
かかわらず、自己有用感
が低い児童がいる。中学

校と同様の傾向がある。
一方で、昨年度に比べて
生徒の自己有用感が向

上している。 
・子どもが認めてほしい
部分に、大人が気づいて

いない可能性がある。 
・先生に褒められること
は、生徒にとって嬉しい

経験になるため、生徒に
良い所を具体的に伝え
ていって欲しい。 

・ソーシャルス
キルトレーニ
ングや日常の
対話を通じて、
判断力や共感
力を育てる活
動を継続する。 
・生徒の変容が
見られた褒め
方について教
職員間で共有
し、自己有用感
の育成に繋げ
ていく。 

・「自分にはよいところが
ある」と肯定的に回答
する生徒の割合 

85% 
(82%) 

86.1%  
101.2 

％ 
Ａ 

〇プール掃除や日常のボランテ
ィア活動等を通して、誰かの役に
立つ経験をすることで自己有用
感を高めることにつながってい
る。 

・「先生や友達は、私のよ
いところを認めてくれ
ている」と肯定的に回
答する生徒の割合 

85% 
(82%) 

94.5%  
111.2 

％ 
Ａ 

〇学級活動において、お互いのよいと

ころを伝えあったり、異学年で交流し
たりする取組を通して、自己の肯定に
つながっている。SSTなどによって、

場面での判断力や相手の気持ちを察
する力等をさらに向上させる活動を
積極的に取り入れていく。 

＜評価基準＞ A：十分に達成されている（100％以上） B:概ね達成されている（90％以上100%未満） C:やや不十分である（75%以上90%未満） D：不十分である（75%未満） 



評価計画 自己評価 学校運営協議会 

委員評価コメン

ト 

改善方策 中期経営目標 
（めざす児童生徒

像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒

像） 
目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 

中間 
８月 

最終 
２月 

達成度 評価 結果と課題の分析 

生徒が自分の
良さや可能性
を認識し、互
いに認め合
い、協働しな
がら課題を解
決できる力を
育成する。 
（協働性と自
己有用感の育
成） 

○ふるさとへ
の愛着と誇り
の育成 

・地域人材を活用し
た未来創造的な
学習の実践 

・生徒が自ら計画し
校外に出ていく
活動の推進 

・「四季が丘中学校は、地
域の方々に支えられて
いる」と回答する生徒
の割合 

85% 
(-) 

94.5%  
111.2 

％ 
Ａ 

〇四季中サポート隊の方の協力
を得て、校内の環境整備等につい
て執行部生徒が中心となって実
施計画をたてている。 
 

・不登校の生徒は、
勉強が苦手という理
由だけでなく、集団
生活に負担を感じる
など、さまざまなタ
イプの生徒がいる。 
・防災キャンプや清
掃活動を通じて、地
域に関心を持つ人が
増えて、嬉しい。 

・地域人材との
連携を深め、生
徒が地域課題
に主体的に取
り組む機会を
増やす。  
・生徒が自ら計
画・実行した課
題解決型の校
外活動を通し
て、ふるさとへ
の愛着と誇り
を育成する。 

・「廿日市市の歴史や文
化、観光、産業に関心
がある」と肯定的に回
答する生徒の割合 

70% 
(-) 72%  

102.9 

％ 
Ａ 

〇各学年で総合的な学習の時間
を中心に、地域を題材とした課題
解決学習を取り入れ地域に目を
向けさせている。 
 

・「四季が丘中学校の生徒
でよかったと思う」と
肯定的に回答する生徒
の割合 

90% 
(90%) 

90.5%  
100.6

％ 
Ａ 

〇生徒主体の活動を教育活動全
体で取り組んでいるとともに、生
徒同士の関わりを意図的に仕組
んだり、教師からの肯定的な評
価、安心・安全な環境づくりなど
が成果に繋がっていると考える。 
 

・生徒が自ら計画を立て
た校外学習の実施回数 各学年

１回以上 

3学

年 

虹 

   

2学年は修学旅行 11月予定 
1学年は校外学習 11月予定 

「働きがい改
革」を進め、地
域と連携・協働
し、教育の質を
高め、信頼され
る学校をつく
る。 

○働きがい改
革を推進す
る。 
 
○がんばる姿
を積極的に発
信する 
 
○「不祥事０」
の風土を醸成
する。 

・校務 DX のさらな
る推進 

・協働する職場風土
づくり（学年担任
制の活用） 

・OJT により伸びて
いる自分を実感で
きる環境づくり 

・学校だより、学年
だよりの活用 

・不祥事防止委員会
の機能化と研修の
充実 

・「時間外勤務45時間超」
にならない教職員の割
合 

75% 
(71%) 

75.8%  103% Ａ 

〇年度初めは時間外勤務が多かっ
たが、長期休業中などには早めの
退校を意識することで、改善を図
ることができた。 

・業務の効率化のた
めに、中学校の教員
の中でも ICT を積極
的に活用して欲し
い。 
 

・保護者への情
報発信をより
丁寧かつ分か
りやすく行い、
教育活動への
理解と信頼を
深める。  
・校内研修や日
常の対話を通
じて、安心して
働ける職場づ
くりを継続し、
「不祥事０」の
風土を定着さ
せる。 

・「四季が丘中学校で学ば
せてよかったと思う」
と肯定的に回答する保
護者の割合 

88% 
(88%) 

75.7%  86% Ｃ 

●アンケートの回答項目で「わか
らない」を選択した保護者が
11.2％いた。教育活動への理解を
深めていただけるよう、通信など
を通じて、より丁寧でわかりやす
い情報提供に努めていく必要があ
る。 
 

・「四季が丘中学校は働き
やすい職場だと思う」
と肯定的に回答する教
職員の割合 

100% 
(92%) 

94.4%  94.4% Ｂ 

●ほとんどの教職員が肯定的に捉
えており、校内研修や日常的な声
かけなどの対話を通じて、誰もが
安心して働ける職場づくりを今後
も継続していく。 

 

 

＜評価基準＞ A：十分に達成されている（100％以上） B:概ね達成されている（90％以上100%未満） C:やや不十分である（75%以上90%未満） D：不十分である（75%未満） 


